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やったぜ！全国大会３位

　議会傍聴は、町民が町政に参加する機会の
一つです。ぜひお越しください。
　手話通訳（要申込み）、車椅子席もあります。
　詳細は議会事務局までお問い合わせください。

TEL	935-1262　FAX	935-7070
議会事務局は町役場4階です。

メールアドレス　gikai@town.shime.lg.jp

開催日		9月27日、28日
　　　		10月7日、14日、18日編集後記 お気軽に

傍聴にお越しください。

委　員　長	 亀崎	　大介
副 委 員 長	 岩下	　多絵
発行責任者	 丸山	真智子

委　　　員	 大西	　　勇
	 大熊	　則雄
	 小森	　弘美
	 稲永	　隆義

議会広報特別委員会

お知らせ

次回の定例会は

12月３日予定

　緊急事態宣言もようやく解除となり、少しずつです
が日常を取り戻しつつありますね。
　感染予防対策をとりながら、紅葉の秋、食欲の秋、スポーツの秋を
満喫したいものですね。
　今年も残すところあと2か月となりました。町民のみなさまと共
に2021年が無事に過ごせますように。

� 議会広報特別委員会

　福岡志免ボーイズは、地域社会の中で少年の健全育成のために土台を作り上げ、多くの方々の継続
した尽力により本年で創立45周年になるチームです。
　当チームは、創設当初から志免東小学校で活動させていただき、中学硬式野球チームでは異例の「小
学校のグラウンドを使用しているチーム」で、指導者・部員・保護者は誇りを持って活動しています。
　横断幕には、『勇往邁進』と、チーム方針である『凡事徹底』を部員一同胸に刻み、練習、大会のみなら
ず日常生活でも部員一人一人が心掛けるように活動しています。
　その甲斐もあり、当志免ボーイズ43期生（現３年生）は、優勝回数５回、ほぼ毎回ベスト４以上。本年度に
行われたボーイズ夏の全国選手権大会に出場し、歴代最高の全国３位という成績を残すことができました。
　今後も、志免東小学校を利用できることを誇りに思い、スローガンを胸に、努力を惜しまず、頑張って参
りますので、応援の程よろしくお願い致します。　　　　福岡志免ボーイズ43期マネージャー　北海勇一

第18回　ふくやカップ争奪野球振興大会　　　　　　　　　　優勝
第36回　県南部支部秋季大会　　　　　　　　　　　　　　　優勝
第17回　ミズノ旗争奪九州選抜大会　　　　　　　　　　　　優勝
第１回　佐伯大会　　　　　　　　　　　　　　　�　　　�　�優勝
第52回　ボーイズリーグ日本選手権福岡県南支部大会　　　　優勝
第36回　九州大会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準優勝
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◦扶助費…社会保障制度の一環として、児童、高齢者、障がい者などの支援を行うために支出される経費。
◦物件費…�消費的性質の経費の総称。具体的には、賃金、旅費、消耗品、役務費、通信運搬費、備品購入費、

使用料、委託料など。
◦補助費等…�公益上必要がある認められる団体などに対して、地方公共団体が交付する補助金、他団体と

共同して事業を行うための負担金など。

歳出
202億5,837万円

投資及び出資金、貸付金
4,478万円　0.2%

普通建設事業費
13億2,481万円　6.5%

物件費
29億1,737万円　14.4%

扶助費
39億289万円　19.3%

公債費
11億2,679万円　5.6%

積立金
3億8,997万円　1.9%

維持補修費
8,871万円　0.4%

人件費
20億4,585万円　10.1%

補助費等
70億4,430万円　34.8%

繰出金
13億7,290万円　6.8%

実
質
収
支

　
令
和
2
年
度
一
般
会
計
の
実
質

収
支
額
は
8
億
3
6
3
5
万
円
の

黒
字
。

　
12
年
ぶ
り
に
、
財
政
調
整
基
金

（
貯
金
）の
取
り
崩
し
を
行
っ
た
。

　
取
り
崩
し
の
理
由
は
、
刻
々
と

変
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
状
況
に
対
応
す
る
た
め

の
資
金
的
余
裕
を
確
保
す
る
た
め
。

町
税
の
収
入
状
況

　
決
算
額
56
億
3
4
0
6
万
円
で
、

前
年
度
よ
り
4
5
2
9
万
円
増
収
。

　
収
納
率
は
96・19
％
で
前
年
度
を

0・26
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る
。

　
不
納
欠
損
は
7
8
5
万
円
で
前

年
度
よ
り
減
少
し
た
。

町
債（
借
金
）・
基
金（
貯
金
）

　
町
債（
借
金
）残
高
は
1
0
8
億

1
7
1
万
円
。（
臨
時
財
政
対
策
債

を
除
く
と
39
億
1
2
7
0
万
円
）

　
基
金（
貯
金
）は
63
億
2
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万
円
。

財
政
の
健
全
性

経
常
収
支
比
率

（
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
測
定
す
る

指
数
。）

R1

92・３
➡
R2

89・３

財
政
力
指
数

（
財
政
力
を
判
断
す
る
一
般
的
な
指

標
。
１・０
に
近
づ
く
ほ
ど
財
政
力

に
余
裕
が
あ
る
。）

R1

０・75
➡
R2

０・75

　
令
和
元
年
度
と
変
わ
ら
な
い

　
特
別
会
計・公
営
企
業
会
計
に
つ

い
て
は
広
報
し
め
ま
ち
10
月
号
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
全
議
案
全
員
賛
成
で
可
決
。

決
算
特
別
委
員
会

委
員
長

　
木
村
議
員

副
委
員
長

　
丸
山（
卓
）議
員

　
決
算
審
査
は
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、審
査
を
行
い
ま
し
た
。

※
不
納
欠
損
と
は

　�

徴
収
で
き
な
く
な
っ
た
滞
納
分
の
徴

収
金
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
。

※
臨
時
財
政
対
策
債
と
は

　�

地
方
交
付
税
の
代
わ
り
に
借
り
入
れ

が
認
め
ら
れ
、
後
に
全
額
交
付
税
措

置
さ
れ
る
。
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◦�前年度と比較して、自主財源は7,143万円の減 、依存財源は63億2,112万円の増

9 月 定 例 会

9月
定例会

9月定例会は、9月3日から22日までの20日間（台風の接近により1日間
延長）の会期で開かれました。
議案13件が上程され全議案を可決。人事案件1件に同意しました。
また、請願1件が提出されました。
一般質問は9月6日、7日の2日間で8人が行いました。

一般会計　212億30万円　認定
コロナ禍、予想に反し黒字決算
�賛成��古庄、大西、牛房、大熊、安河内、丸山（卓）、藤瀬、小森、木村、亀崎、岩下、稲永
�反対��末藤

歳 入 状 況

賛成多数

可決

令 和 2 年 度 一 般 会 計 決 算

歳入
212億30万円依存財源

63.2%

自主財源
36.8%

町税
56億3,406万円　26.6%

繰越金
4億5,940万円　2.2%

寄附金
7億9,671万円　3.8%

地方交付税
19億5,477万円　9.2%

国庫支出金
80億5,339万円　38.0%

県支出金
15億1,673万円　7.2%

その他の自主財源
5億5,229万円　2.6%

使用料及び手数料
2億4,692万円　1.1%

分担金及び負担金
1億1,589万円　0.5%

その他の依存財源
1億6,558万円　0.8%

地方譲与税
9,411万円　0.4%

地方消費税交付金
9億3,031万円　4.4%

町債
6億8,014万円　3.2%

※数値は端数処理をしているため、四捨五入などが一致しない場合があります
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※債務負担行為とは
業務が複数年度にわたる場合に、予算の先取りを行う行為。

※ALTとは
外国語を母国語とする外国語指導助手のこと。

条例・主な議案

	ALT派遣業務
	 ………………………………………………………………………………………………	 4,515万円
� �現在のALT※業務が、令和4年3月末迄で、契約期間は2年となっているが、より生徒との
信頼関係の構築を期すため、今回から3年契約とする
�（令和3年度契約締結の日から令和7年3月31日まで）

債務負担行為※

条例・主な議案
会計年度任用職員の	
給与が日給月給→月額制へ
志免町会計年度任用職員の給与、費用弁償及び
旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定
　会計年度任用職員制度は令和2年度より導入さ
れ、報酬は日給月給制度で運用されているが、月々
の報酬が一定せず平準化してほしいとの要望があ
るのと、日給月給制は日雇いというイメージを持
たれるため、求人に際し不利な条件になっている。
　このため、月額による支払いを可能にする改正。
	 令和4年4月より実施

国の規制改革の	
デジタル化推進の一環として
志免町特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例の制定
志免町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定
　保育所等の子ども・子育て支援を行う事業者及
び、家庭的保育事業者等の業務負担軽減と保護者
の利便性の向上を図るため、諸記録の作成、保存
等について原則として電磁的な対応を認めるとす
る条例の改正。
	 公布の日から施行

意 見 書
コロナ禍による厳しい財政状況に
対処し地方税財源の充実を
求める意見書

提出者：牛房
意見内容
　新型コロナウイルス感染拡大は、変異株の猛
威も加わり、我が国の各方面に甚大な経済的・社
会的影響を及ぼしており、国民生活への不安が
続いている。この中で、地方財政は、来年度に
おいても巨額の財源不足が避けられない厳しい
状況に直面している。
　地方自治体においては、新型コロナウイルス
感染症対策はもとより、地方創生、雇用対策、防
災・減災対策、デジタル化や脱炭素社会の実現と
ともに、財政需要の増加が見込まれる社会保障
等への対応に迫られており、このためには、地
方税財源の充実が不可欠である。

全員賛成
可決

全員賛成
可決

全員賛成
可決
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	地方交付税（普通交付税）
	 ………………………………………………………	 3億860万円増 （総額	19億5,310万円）
普通交付税の額が確定したため

主 な 歳 入

9 月 定 例 会

令和3年度 9月一般会計補正予算

一般会計補正予算　4億6,287万円追加
令和3年度予算総額　161億6,216万円

全員賛成
可決

	地域おうえん電子決済委託料
	 ………………………………………………………………………………………	 6,000万円増
� �PayPayを活用した地域応援キャンペーンの第2弾。期間は12月1日から
� 12月31日までの1か月間
委員会
　事業後の町民及び店舗等へのアンケートを行い検証すべき

	リサイクルボックス購入費
	 ………………………………………………………………………………………………	 80万円増
� 庁舎裏に設置しているリサイクルボックス、現在業者所有分を町が購入、管理するもの

	測量設計委託料
	 ……………………………………………………………………………………………	 223万円増
� 町有地の擁壁の一部が大規模地震等による崩壊の危険があるため改修が必要
委員会
　別府西2丁目の町有地の上に淨霊殿と真教寺と寺の納骨堂が建っている。町は、真教寺と寺の納骨堂
とは何の取り決めもしていない。
　今後、周辺の擁壁改修など莫大な金額がかかることが想定されるため、次の3点を要請した。
①真教寺と町の関係を明確にし、誰しもが納得行く解決をすること。
②淨霊殿との今後の修繕・改修等は出来ない旨の覚書を締結すること。
③当該町有地の売却も含めた検討をすること。

主 な 歳 出
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認知症ケアパス表紙 認知症サポーター養成講座（西小）

認知症サポーター養成講座（一般）
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厚生建設常任委員会  開催日  7月20日、8月18日、8月31日

他
人
ご
と
で
は
な
い
、認
知
症

　
２
０
２
５
年
認
知
症
人
数
は
、高
齢
者
の

５
人
に
１
人
と
予
測
さ
れ
町
民
に
と
っ
て
も

身
近
な
問
題
で
あ
る
。
志
免
町
の
２
０
２
５

年
推
計
高
齢
者
人
口
１
万
１
４
９
２

人
、
認
知
症
数
は（
有
病
率
が一定
の
場
合
）

２
１
２
６
人
と
推
測
さ
れ
る
。

　
町
は
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、認
知
症
本
人
や
家
族
を
見
守
り

支
え
る
体
制
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
認
知
症
ケ
ア
パ
ス・
認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム・
し
め
カ
フ
ェ（
認
知
症
カ

フ
ェ
）・
認
知
症
さ
さ
え
あ
い
上
映
会・
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座・
認
知
症
高

齢
者
探
し
て
メ
ー
ル
等
で
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
整
え
て
い
る
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

・�

認
知
症
に
つ
い
て
幅
広
い
世
代
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
。

・�

も
っ
と
町
民
へ
の
周
知
徹
底
を
。

・�

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
実
践
的
な
活
動

を
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

も
っ
と
周
知
を
、

障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス

　
障
が
い
者
の
地
域
社
会
と
の
共
生
の
実

現
に
向
け
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
る
。

　
身
近
な
場
所
で
支
援
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
、
社
会
参
加
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ

と
、
ど
こ
で
誰
と
生
活
す
る
の
か
に
つ
い

て
の
選
択
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が

基
本
に
な
る
。
町
で
も
障
害
の
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

　
町
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
て
い
る
、

身
近
な
場
所
で
支
援
を
受
け
、
社
会
参
加

の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
で
、
本
人
や

家
族
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
。
も
っ
と
町

民
へ
の
周
知
徹
底
を
。

障
が
い
者
の
人
権
尊
重
と
社
会
参
加
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まっすぐ手を上に「竪坑挙げ」

しめまち委員会レポート

教育の目標
夢や志をもち、ふるさと志免を拓く人づくり

基本施策
1．確かな学力、体力の向上を図る教育の推進
2．豊かな心を育てる教育の推進
3．学校・家庭・地域の連携・協働の推進
4．社会にはばたく力を育成する教育の推進
5．安全で快適な教育環境の整備推進
6．地域活動の支援
7．スポーツ・文化活動の推進
8．ふるさと意識の向上
9．人権教育・啓発の推進

志免町の教育大綱と第2期�
志免町教育振興基本計画の施策

総務文教常任委員会  開催日  7月19日、8月17日、9月1日

第
2
期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て

学
校
力
と
教
育
力
の
向
上
が
コ
ア

　
今
年
度
か
ら
の
第
６
次
総
合
計
画
の
教

育
施
策
で
あ
る
「
志
免
町
教
育
大
綱
」
と
、

「
第
２
期
志
免
町
教
育
振
興
基
本
計
画
」
が

見
直
さ
れ
策
定
さ
れ
た
。

　
教
育
振
興
基
本
計
画
は
教
育
大
綱
を
具

体
化
し
た
も
の
で
、
教
育
の
目
標
と
９
つ

の
基
本
施
策
は
教
育
大
綱
に
即
し
て
い
る
。

今
回
、基
本
施
策
１
が
確
か
な
学

力
、体
力
向
上
を
図
る
教
育
の
推

進
と
な
っ
て
お
り
、前
期
の
豊
か

な
心
を
育
て
る
教
育
の
推
進
と
逆

転
し
て
い
る
が
。

心
が
育
っ
て
学
力
は
育
つ
と
の
考

え
は
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、志
免

町
の
現
状
を
見
る
と
学
力
、体
力

の
向
上
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

学
校
力
の
向
上
に
は
何
が
重
要
か
。

教
育
課
程
編
成
と
教
師
の
力
だ
と

考
え
る
。

中
学
校
の
運
動
部
に
部
活
動
指
導

員
の
配
置
を
。

予
算
的
な
面
で
難
し
い
が
配
置
を

検
討
す
る
。

町
立
図
書
館
と
各
学
校
の
図
書
館

の
読
書
通
帳
を
共
通
に
は
で
き
な

い
か
。

今
は
シ
ス
テ
ム
が
別
で
難
し
い
が
、

次
の
通
帳
運
用
の
時
期
が
来
た
ら

連
動
を
図
り
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
設
立

を
予
定
と
の
こ
と
だ
が
、い
つ
ご

ろ
か
。

今
年
度
は
準
備
期
間
と
捉
え
、準

備
委
員
会
を
設
け
て
、志
免
町
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
有
り

よ
う
等
を
話
し
合
い
皆
様
に
お
示

し
し
て
い
く
。

Q

Q QQ

Q AA

AA A
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町政を問う!
大熊 則雄 議員
① ふん害をなくす取組は
② 地域と連携した空き家の対策を

牛房 良嗣 議員
① 通学の子どもの「命」を守れ

稲永 隆義 議員
① 行政手続の押印廃止の推進は
② 庁舎内に食堂や売店の設置を

小森 弘美 議員
① お悔やみ窓口の開設の検討は
② コロナ禍の予防接種対応は

丸山 卓嗣 議員
① 竣工後の竪坑櫓の活用について

藤瀬 康司 議員
① インクルーシブ公園導入を
② 野外スポーツができる場所を

古庄 信一郎 議員
① 電子黒板随契疑念、法的に問題

末藤 省三 議員
① 75歳以上医療費２割負担の対策

10P

11P

12P

13P

14P

15P

16P

17P

ズバ
リ

◦  一般質問とは議員が町政全般（一般事務・
事務の執行状況・将来に対する方針など）
について、町長など執行機関の考えを議
員個人として問いただすことです。

  質問の内容は事前に通告し、持ち時間30
分の範囲内で※1問1答で行います。

 ※質疑、答弁を理解するまで繰り返す方法

◦  会議録に基づき議員個々の自由編集で掲
載しております。

  詳細は会議録（HP・図書館・各公民館に置
く）をご参照ください。掲載は質問順と
しています。

9

西小学校（右上下）と民間施設（左上下）を視察

しめまち委員会レポート

予算常任委員会  開催日  8月3日、8月30日、9月21日

増
え
ゆ
く
西
小
学
童
保
育
児

　
現
在
、西
小
学
童
保
育
は
学
校
内
の
空

き
教
室
を
第
５
学
童
所
と
し
て
運
営
し
、

待
機
学
童
を
解
消
し
て
い
る
。

　
但
し
、こ
の
第
５
学
童
所
は
令
和
４
年

度
を
も
っ
て
使
用
期
限
を
迎
え
る
予
定
で

あ
る
。

　
今
後
ど
う
す
る
の
か
、学
校
敷
地
内
で

の
施
設
増
設
、近
隣
す
る
民
間
施
設
の
利

用
等
、結
論
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。

８
月
３
日
現
地
視
察

　
教
育
長
、
副
町
長
、
担
当
課
の
同
行
の

元
、学
校
敷
地
内
で
の
議
員
提
案
の
４
か

所
と
隣
接
す
る
民
間
施
設
の
視
察
を
行
っ

た
。

合
同
協
議

　
町
長
、
教
育
長
、
子
育
て
支
援
課
、
学

校
教
育
課
の
合
同
協
議
を
行
っ
た
。

　
敷
地
内
は
、
８
月
３
日
に
提
案
さ
れ
た

４
か
所
の
行
政
と
教
育
委
員
会
の
考
え
方

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
空
き
教
室
に
つ
い
て
は
、資
料
が
不
十

分
で
あ
り
必
要
な
議
論
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
次
回
の
委
員
会
で
の
提
出
を
求
め
た
。

委
員
会
の
意
見

　
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
、
よ
り
良
い
場
所
を
検
討
し
、
ま

た
地
域
住
民
に
も
納
得
い
く
解
決
法
を
見

出
す
た
め
、継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

縦
割
り
行
政
を
乗
り
越
え
て

8



◦第99号（令和3年11月1日）◦

牛房�良嗣�議員

通学の子どもの「命」を守れ
町長 肝に銘じ、しっかり取り組む

牛
房
　
令
和
３
年
６
月
28
日
千
葉
県
八

街
市
で
下
校
中
の
児
童
の
列
に
大
型
ト

ラ
ッ
ク
が
突
っ
込
み
２
人
死
亡
、
３
人

が
重
傷
を
負
う
痛
ま
し
い
事
故
が
報
じ

ら
れ
た
。
町
内
で
は
、毎
日
６
０
０
０

人
を
超
え
る
子
ど
も
達
が
元
気
に
学
校

に
通
っ
て
い
る
。
通
学
路
の
安
全
を
確

保
し
、子
ど
も
の
命
を
守
る
事
は
町
政

一
番
の
責
務
。
安
全
へ
の
取
組
み
を
願

い
７
つ
の
提
言
に
入
る
。

⑴�

４
小
学
校
２
中
学
校
の
通
学
路
に
80

の
危
険
個
所
が
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

運
転
者
や
通
行
人
に
表
示
が
分
か
り

に
く
い
。
も
っ
と
見
や
す
い
表
示
を
。

町
長
　
危
険
個
所
の
表
示
は
大
事
な
こ

と
。
再
点
検
も
す
る
。

牛
房
　

⑵�

通
学
路
危
険
個
所
８
０
カ
所
に
対
し

子
ど
も
の
誘
導
に
当
る
通
学
保
護
員

は
５
名
、早
期
に
４
０
名
の
確
保
を
。

町
長
　
学
校
、Ｐ
Ｔ
Ａ
と
相
談
す
る
。

牛
房
　

⑶�

黄
色
の
回
転
灯
を
付
け
た
パ
ト
カ
ー

で
通
学
路
の
巡
回
、誘
導
の
支
援
に

当
る
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
の
検
討

を
。

町
長
　
今
後
ど
の
よ
う
な
取
組
み
が
必

要
か
検
討
す
る
。

牛
房
　

⑷�

安
全
を
優
先
し
た
通
学
路
の
変
更

①�

危
険
個
所
を
回
避
し
た
迂
回
路
の
検

討
を
。

②�

校
区
制
に
こ
だ
わ
ら
ず
通
学
の
安
全

を
優
先
し
た
弾
力
的
な
入
学
を
。

③�

吹
き
さ
ら
し
の
突
風
、
大
雨
、
落
雷

か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
安
全
を
考

慮
し
た
歩
道
橋
へ
。

④�

現
在
の
正
門
か
ら
の
み
の
登
校
か
ら

一
歩
で
も
早
く
安
全
な
校
内
へ
入
れ

る
よ
う
裏
門
か
ら
の
登
校
も
検
討
を
。

町
長
　
①
②
④
に
つ
い
て
は
学
校
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
必
要
と
あ
れ
ば
検
討
す
る
。
③

の
屋
根
付
き
歩
道
橋
改
修
に
つ
い
て
は

町
単
独
で
出
来
る
の
か
県
と
相
談
す
る
。

牛
房
　

⑸�

遠
距
離
地
域
通
学
の
西
鉄
バ
ス
の
利

用
の
定
期
代
の
支
援
と
西
鉄
バ
ス
の

利
用
で
き
な
い
地
域
に
つ
い
て
は
登

下
校
時
の
福
祉
バ
ス
の
活
用
を
お
願

い
し
た
い
。

町
長
　
西
鉄
バ
ス
の
利
用
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。
福
祉
バ
ス
の

活
用
に
つ
い
て
は
新
交
通
体
系
の
中
で

検
討
す
る
。

牛
房
　

⑹�

県
道
６
８
号
線
の
西
鉄
バ
ス
停
周
辺

に
横
断
歩
道
の
新
設
を
。

町
長
　
ど
う
し
て
も
必
要
と
あ
れ
ば
警

察
と
協
議
す
る
。

牛
房
　

⑺�
大
事
な
子
ど
も
の
命
を
守
る
通
学
路

危
険
個
所
の
情
報
が
少
な
い
。
も
っ

と
広
報
誌
等
を
通
じ
全
町
民
、運
転

者
に
情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
た
い
。

町
長
　
八
街
市
の
事
故
を
肝
に
銘
じ
、

広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
啓
発
に
努

め
る
。

牛
房
　
20
年
以
上
に
わ
た
り
通
学
路
で

の
事
故「
ゼ
ロ
」は
奇
跡
。
全
町
の
取
組

み
の
成
果
。
更
に
未
来
へ
！

8 月に実施された通学路緊急合同点検

11

大
熊
　
飼
い
犬
ふ
ん
条
例
は
、平

成
12
年
９
月
28
日
制
定
、同
年
12

月
１
日
施
行
さ
れ
た
。

　
町
長
の
見
解
は
。

町
長
　
こ
の
条
例
は
、飼
い
主
の

マ
ナ
ー
向
上
、ふ
ん
害
等
の
防
止

に
関
す
る
意
識
を
高
め
、住
民
の

良
好
な
生
活
環
境
の
維
持
、環
境

美
化
の
促
進
に
寄
与
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
町
の
責
務
と
し
て
、
ふ

ん
害
防
止
に
関
す
る
啓
発
に
努

め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

大
熊
　
ふ
ん
害
を
な
く
す
た
め

の
町
の
取
組
み
は
。

生
活
安
全
課
長
　
広
報
で
の
周

知
啓
発
、環
境
監
視
員
に
よ
る
巡

回
。
新
た
な
取
組
と
し
て
、イ
エ

ロ
ー
チ
ョ
ー
ク
作
戦
を
実
施
し

て
い
る
。

町
長
　
今
後
も
周
知
啓
発
、巡
回

指
導
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
。

大熊�則雄�議員

ふん害をなくす取組は
町長 周知啓発、巡回指導を徹底する

地域と連携した空き家の対策を
町長 情報共有し協議したい

大
熊
　
空
き
家
問
題
で
は
、個
人

情
報
も
関
わ
っ
て
く
る
が
、地
域

と
一
緒
に
な
っ
て
解
決
で
き
な

い
の
か
。

町
長
　
町
内
会
長
と
情
報
共
有

し
な
が
ら
解
決
に
向
け
て
協
議

し
た
い
。

大
熊
　
特
別
措
置
法
の
検
討
は
。

町
長
　
し
か
る
べ
き
措
置
は

し
っ
か
り
取
っ
て
い
き
た
い
。

大
熊
　
い
わ
ゆ
る
ご
み
屋
敷
の

町
の
対
策
は
。

生
活
安
全
課
長
　
臭
い
や
衛
生

面
か
ら
撤
去
要
望
に
つ
い
て
相

談
が
あ
る
。

　
現
状
を
把
握
し
な
が
ら
所
有

者
の
方
と
お
会
い
し
た
り
、文
書

等
で
注
意
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

大
熊
　
行
政
だ
け
で
な
く
、地
域

と
一
緒
に
な
っ
て
解
決
し
て
ほ

し
い
。

町
長
　
所
有
者
の
方
は
、ご
み
で

は
な
く
所
有
物
と
い
う
認
識
。

　
所
有
者
の
方
が
納
得
さ
れ
る
よ

う
に
民
生
委
員
の
方
の
力
も
借
り

な
が
ら
対
策
し
て
い
き
た
い
。

一 般 質 問

飼い主のマナー向上を

ごみが山積した空き家
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◦第99号（令和3年11月1日）◦

小
森
　
お
悔
や
み
窓
口
の
開
設

に
つ
い
て
、令
和
元
年
12
月
議
会

で
一
般
質
問
を
行
っ
た
が
、前
回

の
質
問
か
ら
死
亡
に
関
す
る
手

続
き
に
関
し
て
、ご
遺
族
の
負
担

軽
減
に
新
た
な
取
り
組
み
は
。

住
民
課
長
　
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド

の
内
容
を
一
部
変
更
し
、
現
在
、

窓
口
番
号
、
担
当
課
の
係
、
担
当

係
直
通
電
話
番
号
の
掲
載
、担
当

窓
口
の
案
内
等
も
丁
寧
に
行
っ

て
い
る
。

小
森
　
お
悔
や
み
窓
口
の
開
設

に
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
人
的

問
題
、シ
ス
テ
ム
改
修
の
費
用
等

大
変
で
あ
る
。
別
府
市
で
は
、職

員
が
エ
ク
セ
ル
で
構
築
。
糸
島

市
で
は
、以
前
電
話
交
換
で
あ
っ

た
職
員
が
お
悔
や
み
窓
口
を
担

当
。
業
務
上
、部
署
の
事
に
詳
し

く
評
価
が
高
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、町
民
目
線
で
発
想
の
転
換

が
大
切
で
は
。

町
長
　
先
進
地
の
対
応
の
仕
方

等
も
で
き
れ
ば
現
場
に
行
き
、ど

の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い
る
か

確
認
し
た
い
。

コロナ禍の予防接種対応は
町長 時期に受けてもらう周知を

小森�弘美�議員

お悔やみ窓口の開設の検討は
町長 先進地の対応等を確認したい

小
森
　
９
月
は
が
ん
征
圧
月
間

で
あ
る
。
が
ん
対
策
推
進
基
本

計
画
に
お
い
て
子
ど
も
に
対
し

て
が
ん
教
育
を
検
討
。
全
国
的

に
中
学
校
で
実
施
さ
れ
る
が
、志

免
町
は
行
う
か
。

教
育
長
　
保
健
体
育
科
の
学
習

に
含
む
。
授
業
の
実
施
は
ま
だ

で
あ
る
が
計
画
の
中
に
上
が
っ

て
い
る
。

小
森
　
が
ん
教
育
の
有
効
性
は
。

学
校
教
育
課
長
　
が
ん
に
対
す

る
偏
見
や
不
安
を
取
り
除
き
、適

切
に
対
処
で
き
る
実
践
力
を
育

成
で
き
る
。
又
、自
己
の
在
り
方

や
生
き
方
を
考
え
、共
に
生
き
る

社
会
づ
く
り
を
目
指
す
。

小
森
　
子
宮
頸
が
ん
は
、ワ
ク
チ

ン
接
種
が
有
効
で
あ
る
が
、周
知

徹
底
は
。

健
康
課
長
　
広
報
10
月
号
に
、子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接

種
に
つ
い
て
周
知
す
る
予
定
。

小
森
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け

た
く
て
も
受
け
れ
な
か
っ
た
方

へ
の
町
の
対
応
は
。

町
長
　
予
防
接
種
の
期
限
の
延

長
は
行
っ
て
い
な
い
。
各
自
適

切
な
時
期
に
受
け
て
い
た
だ
く

よ
う
周
知
す
る
。

お悔み窓口の開設を

子宮頸がんワクチン接種の
パンフレット

13

稲
永
　
国
は
、昨
年
度
よ
り
規
制

改
革
と
し
て
、行
政
手
続
の
書
面

押
印
、対
面
見
直
し
を
推
進
し
て

い
る
。
今
年
５
月
、デ
ジ
タ
ル
社

会
形
成
関
連
法
律
整
備
法
の
中

で
48
法
律
が
一
括
改
正
さ
れ
、９

月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
。

　
押
印
を
求
め
る
行
政
手
続
は

全
体
の
99
％
、１
万
５
４
９
３
種

類
の
押
印
義
務
を
廃
止
、
書
面

は
令
和
７
年
度
ま
で
に
全
体
の

98
％
、１
万
８
１
８
１
種
類
に
つ

い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
実
施
す

る
予
定
と
し
て
い
る
。

　
志
免
町
の
押
印
を
求
め
る
行

政
手
続
は
何
種
類
ぐ
ら
い
か
。

経
営
企
画
課
長
補
佐
　
対
象
と
な

る
条
例
等
の
例
規
は
約
２
０
０
種

類
、件
数
は
約
１
０
０
０
件
程
度

に
な
る
見
込
み
。

稲
永
　
こ
れ
か
ら
、志
免
町
の
押

印
廃
止
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

予
定
か
。

経
営
企
画
課
長
補
佐
　
12
月
末

ま
で
に
対
象
と
な
る
手
続
を
洗

い
出
し
、見
直
し
と
手
続
間
の
調

整
等
を
行
う
。

　
条
例
を
根
拠
と
す
る
行
政
手

続
は
、令
和
４
年
３
月
議
会
に
改

正
案
を
上
程
、規
則
要
綱
等
を
根

拠
と
す
る
行
政
手
続
は
、各
課
で

改
正
し
て
令
和
４
年
４
月
か
ら

押
印
廃
止
を
進
め
る
。

庁舎内に食堂や売店の設置を
町長 思いはあるが食堂は厳しい

稲永�隆義�議員

行政手続の押印廃止の推進は
経営企画課長補佐 令和4年4月から

稲
永
　
職
員
の
福
利
厚
生
と
住

民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、町
民

セ
ン
タ
ー
に
レ
ス
ト
ラ
ン
や
コ

ン
ビ
ニ
、本
庁
舎
に
食
堂
や
コ
ン

ビ
ニ
、売
店
等
の
設
置
の
検
討
を
。

　
２
年
前
に
同
じ
質
問
を
し
た

後
、他
の
市
町
を
回
っ
た
が
食
堂

や
売
店
が
あ
る
自
治
体
は
少
な

か
っ
た
。
広
報
委
員
会
の
研
修

で
訪
問
し
た
兵
庫
県
の
志
免
町

よ
り
人
口
の
少
な
い
町
に
、食
堂

と
喫
茶
室
が
あ
っ
た
の
に
は
驚

い
た
。

　
本
庁
舎
と
町
民
セ
ン
タ
ー
の

長
寿
命
化
改
修
に
際
し
て
検
討

を
お
願
い
す
る
。

町
長
　
私
も
あ
っ
た
ら
い
い
と

い
う
思
い
は
あ
る
。
昭
和
57
年

の
改
修
の
時
に
検
討
さ
れ
た
が
、

ス
ペ
ー
ス
的
な
問
題
で
実
現
し

な
か
っ
た
。
今
回
の
改
修
も
同

様
で
、食
堂
は
厳
し
い
。

　
町
民
セ
ン
タ
ー
の
自
販
機
ス

ペ
ー
ス
に
、無
人
コ
ン
ビ
ニ
等
の

検
討
は
可
能
。

一 般 質 問

町民センターの自動販売機コーナー
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◦第99号（令和3年11月1日）◦

藤
瀬
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
、ス
ポ
ー
ツ
に
興
味

を
持
た
れ
る
子
ど
も
が
増
え
て

い
る
。
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、ま
た

野
外
で
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

サ
ッ
カ
ー
を
す
る
場
所
は
。

社
会
教
育
課
長
　
専
用
の
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

コ
ー
ト
は
な
い
。

藤
瀬
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
影
響

も
あ
り
し
た
い
と
い
う
方
が
た

く
さ
ん
い
る
。
で
き
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
と
い
う
考
え
は
。

社
会
教
育
課
長
　
将
来
的
に
は
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、バ
ス
ケ
ッ
ト
、

フ
ッ
ト
サ
ル
場
な
ど
専
用
の
整

備
と
い
う
事
に
つ
い
て
、そ
の
可

能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

藤
瀬
　
特
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
に

関
し
て
は
や
る
場
所
が
な
い
か
ら

路
上
で
や
っ
て
い
る
。
公
園
の
１

か
所
を
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
に
す
る

と
か
例
え
ば
バ
ス
ケ
ッ
ト
リ
ン
グ

つ
け
る
と
か
考
え
は
。

町
長
　
若
い
人
の
要
望
を
含
め

て
で
き
る
場
所
を
し
っ
か
り
と

検
討
し
て
い
く
こ
と
は
今
後
の

課
題
で
あ
る
。

藤
瀬
　
ぜ
ひ
町
民
の
若
い
声
も

聞
い
て
反
映
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

藤
瀬
　
障
が
い
の
あ
る
子
、な
い

子
も
大
人
も
子
ど
も
も
み
ん
な

が
肩
を
並
べ
て
遊
べ
る
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
公
園
を
導
入
す
る
べ

き
。
地
面
に
ゴ
ム
チ
ッ
プ
が
敷

か
れ
、転
ん
だ
と
き
に
も
衝
撃
が

弱
く
体
の
支
え
る
力
が
弱
い
子

が
揺
れ
る
感
覚
を
楽
し
め
る
ブ

ラ
ン
コ
や
車
椅
子
に
乗
り
遊
具

の
中
を
通
る
こ
と
が
で
き
る
複

合
遊
具
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。

町
長
　
志
免
町
に
は
そ
う
い
っ

た
の
は
な
い
。
し
っ
か
り
と
検

討
し
て
み
ん
な
に
優
し
い
公
園

で
あ
る
べ
き
。

藤
瀬
　
シ
ー
メ
イ
ト
は
健
康
と

福
祉
の
情
報
発
信
の
基
地
で
あ

り
若
い
世
代
、障
が
い
が
あ
る
方
、

な
い
方
み
ん
な
の
こ
と
を
き
ち

ん
と
考
え
る
姿
勢
が
住
民
が
住

み
続
け
た
い
ま
ち
志
免
町
に
な

る
第
一
歩
で
は
。

町
長
　
ま
さ
に
議
員
が
言
わ
れ

る
通
り
。
シ
ー
メ
イ
ト
は
総
合

福
祉
施
設
と
い
う
観
点
か
ら
障

が
い
者
の
方
た
ち
も
利
用
で
き

る
、
そ
う
い
っ
た
遊
具
も
必
要
。

場
所
も
検
討
し
て
進
め
て
い
き

た
い
。

藤瀬�康司�議員

インクルーシブ公園導入を
町長 検討し進めていきたい

野外スポーツができる場所を
町長 今後の課題

春日公園　スケートパーク

車イスのまま遊べる遊具
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丸
山
　
竪
坑
櫓
保
存
修
理
工
事
が
平

成
30
年
か
ら
４
年
の
歳
月
を
経
て
国

３
億
８
千
万
円
、県
３
千
万
円
の
補
助
金
。

志
免
町
ふ
る
さ
と
納
税
３
億
５
千
万
円
。

総
工
費
約
７
億
６
千
万
円
を
か
け
来
月

10
月
20
日
に
竣
工
を
迎
え
る
。
竣
工
後

の
一
般
公
開
に
何
か
企
画
は
。

町
長
　
少
人
数
の
見
学
会
の
企
画
。

Ｈ
Ｐ
、
広
報
紙
、
メ
デ
ィ
ア
を
使
い
竣

工
後
の
広
報
等
行
っ
て
い
く
。

丸
山
　
志
免
町
に
と
っ
て
竪
坑
櫓
の
存

在
は
文
化
振
興
に
加
え
、観
光
活
性
化

の
柱
で
あ
る
。
今
後
は
町
の
魅
力
の
発

信
、再
発
見
に
繋
げ
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
。
町
長
の
認
識
は
。

町
長
　
志
免
町
を
ア
ピ
ー
ル
、
知
っ
て

も
ら
う
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
思
っ
て
い
る
。

丸
山
　
こ
れ
ま
で
の
取
組
は
。

町
長
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ビ
デ
オ
作
成
。

Ｈ
Ｐ
、イ
ベ
ン
ト
等
で
紹
介
。

丸
山
　
効
果
、評
価
は
ど
う
お
考
え
か
。

町
長
　
応
援
基
金
が
８
億
円
集
ま
っ
た
。

丸
山
　
工
事
に
は
多
額
の
費
用
が
投
入

さ
れ
周
囲
の
期
待
度
も
大
き
い
。
今
後

ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
く
か
大

き
な
責
任
を
担
っ
て
い
る
。
今
後
の
具

体
的
な
活
用
法
や
取
組
は
。

町
長
　
音
声
ガ
イ
ド
、
紹
介
ビ
デ
オ
の

作
成
。
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
し
た
い
。

丸
山
　
私
が
考
え
る
具
体
的
な
案
を
２

点
提
案
し
た
い
。
１
点
目
が
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
カ
ラ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
化
。
現
在
は
単
色
だ
が
、こ
れ

を
機
に
福
岡
タ
ワ
ー
の
よ
う
に
季
節
や

イ
ベ
ン
ト
で
点
灯
色
を
変
え
る
こ
と

を
可
能
に
す
る
こ
と
で
、活
用
方
法
は

無
限
に
な
る
。
加
え
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
も
検
討
し
て
み
て

は
。
２
点
目
は
、※
Ｖ
Ｒ
の
導
入
で
あ

る
。
修
復
後
も
内
部
を
見
学
し
た
り
、

高
層
階
ま
で
上
が
る
事
は
管
理
上
非
常

に
難
し
い
と
の
こ
と
。
Ｖ
Ｒ
で
内
部
を

見
学
し
た
り
、高
い
と
こ
ろ
か
ら
志
免

町
の
景
色
を
眺
め
る
感
覚
や
、風
を
体

感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

町
長
　
１
点
目
、
現
在
は
既
存
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
あ
る
が
、
提
案
に
つ
い
て

は
、
竪
坑
櫓
に
即
し
た

も
の
か
、
色
々
な
観
点

か
ら
皆
さ
ん
の
意
見
を

聞
い
て
進
め
て
い
き
た

い
。
私
個
人
的
に
は
検

証
す
る
価
値
は
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
２
点
目

Ｖ
Ｒ
、
す
ば
ら
し
い
も

の
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
、
導
入
に

む
け
て
検
討
し
た
い
。

丸
山
　
今
や
竪
坑
櫓
は

志
免
町
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
で
あ
る
。
適
切
な
保

存
活
用
方
法
を
開
発
し
、

町
の
魅
力
発
信
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
は

今
後
の
志
免
町
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い

重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
と
思
う
。

町
長
　
竪
坑
櫓
を
生
か
し
た
活
用
は
非

常
に
大
事
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
）

丸山�卓嗣�議員

竣工後の竪坑櫓の活用について
町長 非常に大事と認識している

一 般 質 問

※
V
R（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
）

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
に
作
ら
れ
た
仮
想
的

な
世
界
を
、
ま
る
で
現
実
の
よ
う
に
体
験

さ
せ
る
技
術
。

旧志免鉱業所（左上）と保存修理工事中の竪坑櫓（左下・右）
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◦第99号（令和3年11月1日）◦

末藤�省三�議員

75歳以上医療費２割負担の対策
町長 今後の推移を見ながら検討する

末
藤
　
75
歳
以
上
医
療
費
２
割
負
担
に

つ
い
て
、今
回
年
金
収
入
２
０
０
万
円

以
上
を
対
象
に
現
行
の
一
割
か
ら
２
割

に
引
き
上
げ
る
方
針
が
決
ま
っ
た
。

　
高
齢
者
の
受
診
控
え
を
深
刻
に
す
る

現
行
の
一
割
負
担
で
も
、医
療
費
の
窓

口
負
担
が
心
配
で
、受
診
控
え
が
起
こ

り
、
そ
の
結
果
、
重
篤
な
病
気
や
手
後

れ
に
な
っ
て
し
ま
う
例
が
後
を
絶
た
ず

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
上
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
受
診
控
え
が
重
な
り
、二
重
の
意
味

で
受
診
控
え
が
起
こ
っ
て
い
る
。

　
社
会
全
体
で
い
か
に
高
齢
者
の
命
と

健
康
を
守
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
る
さ
な
か
に
、受
診
控

え
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
な
政
策

を
決
め
る
の
は
、血
も
涙
も
な
い
冷
酷

な
政
治
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
志
免
町
の
75
歳
以
上
の
人
に
つ
い
て
、

人
数
は
何
人
で
、
２
割
負
担
を
対
象
と

さ
れ
る
該
当
の
方
は
何
人
か
。

住
民
課
長
　
後
期
高
齢
者
の
医
療
者

の
保
険
者
数
が
約
５
４
０
０
人
、そ
の

う
ち
一
割
負
担
が
５
０
０
０
人
、
こ

の
中
か
ら
２
割
に
移
行
す
る
方
が
、

一
〇
〇
〇
人
。

末
藤
　
国
庫
負
担
は
45
％
か
ら
35
％

に
引
き
下
げ
ら
れ
、高
齢
者
の
方
々
が
、

志
免
町
に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と
果

た
し
て
言
え
る
の
か
、町
長
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
あ
る
か
。

町
長
　
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
志
免

町
だ
け
の
対
応
で
は
な
く
若
い
世
代
の

負
担
を
減
ら
す
目
的
の
中
に
全
世
代
型

社
会
保
障
改
革
の
一
環
と
し
て
、改
正

高
齢
者
医
療
法
が
制
定
さ
れ
、若
い
世

代
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
い
う
大
き
な

目
的
の
中
に
行
わ
れ
た
国
の
制
度
で
、

志
免
町
だ
け
の
高
齢
者
が
２
割
負
担
に

な
る
わ
け
で
は
な
い
が
、高
齢
者
の
方

に
は
大
変
御
迷
惑
を
か
け
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。

末
藤
　
志
免
町
で
長
生
き
し
て
よ
か
っ

た
、こ
の
よ
う
な
高
齢
者
の
方
々
が
何

人
お
ら
れ
ま
す
か
、国
の
制
度
だ
か
ら

仕
方
な
い
、で
は
な
く
何
か
対
策
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長
　
国
の
政
策
、
方
針
に
つ
い
て
は
、

志
免
町
で
答
え
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い

と
思
う
。
町
で
で
き
る
こ
と
と
し
て
は
、

健
診
を
し
っ
か
り
高
齢
者
の
方
に
し
て

い
た
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。

末
藤
　
高
齢
者
の
２
割
負
担
だ
け
で
は

な
い
、財
務
省
の
諮
問
機
関
の
財
政
制

度
審
議
会
の
建
議
の
中
で
は
、医
療
費

の
引
上
げ
、
２
割
負
担
の
先
に
は
資
産

ま
で
含
め
た
と
こ
ろ
の
医
療
費
の
算
出

が
さ
れ
て
、お
年
寄
り
の
人
た
ち
を
さ

ら
に
追
い
つ
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

町
長
　
資
産
を
反
映
す
る
こ
と
も
疑
問

に
思
う
が
今
発
言
出
来
る
こ
と
は
な
い
。

保
険
証
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古
庄
　
３
月
議
会
で
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
入
札
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
改
正
を
要
請

し
約
束
さ
れ
た
が
改
正
し
た
の
か
。

町
長
　
精
査
し
改
善
を
行
っ
た
。

古
庄
　
紛
糾
し
た
事
案
な
の
に
な
ぜ
議

会
に
提
出
も
報
告
も
全
く
な
い
の
か
。

私
は
何
十
年
に
も
わ
た
っ
て
入
札
問

題
の
指
摘
を
し
、直
近
で
は
平
成
31
年
、

随
契
の
一
つ
、プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

の
学
校
給
食
入
札
で
、契
約
３
社
中
２

社
は
５
％
程
度
の
値
上
げ
だ
が
１
社
が

25
％
の
値
上
げ
額
で
の
契
約
に
、業
者

の
言
い
な
り
と
し
て
議
会
が
紛
糾
。
何

が
問
題
だ
っ
た
の
か
。
今
年
に
な
り
そ

の
業
者
は
給
食
業
務
を
辞
退
し
た
。

学
校
教
育
課
長
　
１
校
１
社
に
な
り
、

競
争
原
理
が
働
か
な
か
っ
た
こ
と
。

古
庄
　
学
校
教
育
課
で
の
問
題
が
多
い
。

昨
年
か
ら
半
年
近
く
議
会
を
紛
糾
さ
せ

新
聞
報
道
ま
で
さ
れ
た
プ
ロ
ポ
入
札
で

購
入
し
た
予
算
七
千
四
百
万
円
の
小・

中
学
校
電
子
黒
板
入
札
問
題
で
、経
企

課
長
は
全
く
問
題
な
い
と
言
い
切
っ
た
。

何
を
持
っ
て
問
題
が
な
い
の
か
。

経
営
企
画
課
長
　
最
高
裁
の
判
例
に
よ

り
問
題
な
い
と
判
断
し
た
。
最
終
的
に

は
契
約
担
当
者
の
裁
量
判
断
で
決
定
。

古
庄
　
私
も
判
例
を
勉
強
し
た
。
法
的

に
は
一
般
競
争
入
札
で
で
き
る
も
の
は

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
の
随
契
は
で
き

な
い
と
な
っ
て
い
る
。
電
子
黒
板
は
テ

レ
ビ
、機
械
だ
。
だ
か
ら
ど
の
自
治
体

も
全
て
一
般
競
争
入
札
で
購
入
し
て
い

る
。
町
の
法
律
は
あ
な
た
な
の
か
。
判

断
が
誤
っ
た
と
認
め
る
べ
き
だ
。

経
営
企
画
課
長
　
問
題
な
か
っ
た
と
今

で
も
思
っ
て
い
る
。

古
庄
　
昨
年
９
月
の
予
算
委
員
会
で

の
担
当
者
発
言
で
は
、パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

が
有
名
だ
が
役
場
と
取
引
が
無
い
の

で
、
何
社
も
あ
る
代
理
店
が
入
札
す

る
。
価
格
競
争
を
さ
せ
る
た
め
に
仕
様

書
に
、一
定
の
基
準
を
達
し
て
い
た
ら

良
い
と
し
て
、幅
広
く
業
者
を
求
め
た

と
言
う
が
結
果
高
い
物
を
買
っ
て
い
る
。

９
月
以
前
に
落
札
し
た
業
者
か
ら
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
品
の
デ
モ
も
受
け
、そ
の
良

さ
も
判
っ
て
お
り
、パ
ナ
指
定
で
の
入

札
で
は
安
く
な
ら
な
い
と
の
落
札
業
者

か
ら
の
画
策
に
乗
り
、パ
ナ
品
を
買
わ

ん
が
た
め
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
の

随
契
と
し
た
と
疑
念
を
持
た
れ
て
当
然
。

良
い
物
を
買
い
た
い
と
の
思
い
は
理
解

で
き
る
が
、
な
ら
ば

法
に
従
い
そ
の
テ
レ

ビ
を
指
定
し
て
競
争

入
札
を
す
べ
き
。

町
長
　
本
来
入
札
は
透
明
性
が
確
保
さ

れ
ね
ば
な
ら
ず
疑
義
が
生
じ
な
い
や
り

方
を
す
べ
き
。
今
回
課
よ
り
説
明
を
受

け
た
の
は
、よ
り
良
い
物
を
と
い
う
現

場
の
声
を
聞
く
た
め
に
は
プ
ロ
ポ
が
良

い
と
の
話
で
決
裁
し
た
。
問
題
点
も
あ

り
、
今
後
は
透
明
性
を
持
っ
て
住
民
に

説
明
が
で
き
る
入
札
の
仕
方
を
進
め
る
。

古庄�信一郎�議員

電子黒板随契疑念、法的に問題
町長 今後は透明性を持って推進する

一 般 質 問

プロポーザル方式により導入された電子黒板
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